
施設等の種類 保育所型認定こども園

施 設 名 保育所型認定こども園あゆみ保育園

所 在 地 米子市両三柳 2406-3

電 話 番 号 0859-33-8616

対 象 年 齢 生後 週間～小学校就学前6

利 用

定 員

合 計 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

・ 号2 3 84 12 13 15 14 15 15
1 号 6 2 2 2

入 所 児 童 数

(R7.2.1 現在)

74 3 15 15 15 11 15
※実際の入所可能人数は年度によって誤差があります。

開 所 日 等 〇号認定子ども1

開所日： 月～金

休園日： 土・ 日・ 祝

夏休み（ 8/10～ ） ・ 冬休み（ ～ ） ・ 春休み（ ～ ）20 12/24 1/6 3/29 3/31

〇２・ ３号子ども

開所日： 月～土

休園日： 日・ 祝・ ～12/29 1/3

開 所 時 間

（利用時間）

時 分～ 時 分7 00 19 00

〇１号認定子ども 時 分～ 時 分9 00 15 00

〇２・ ３号認定子ども

保育標準時間 時 分～ 時 分7 00 18 00

保育短時間 時 分～ 時 分8 30 16 30

保 育 理 念 子どもは豊かに伸びていく 可能性をそのうちに秘めている。その子どもが現在を 最もよく 生き、望ま

しい未来を作り出す力の基礎を培う。

保 育 目 標
心とからだを育む保育

＜目指す子ども像＞〇いのち(健康)を大切にする子ども

〇豊かな心を持ち、のびのび表現できる子ども

〇誰とでも仲良く遊べる子ども

職 員 配 置 園長１、主幹保育教諭２、保育教諭・ 保育士14、事務員２、看護師１、栄養士２ 調理員１、嘱託医

（ 内科１、歯科１）

設 備 の 概 要 【 鉄骨造平屋建て】

園舎面積 ㎡・ 園庭面積 ㎡・ 乳児室１・ ほふく 室１・ 保育室４・ 沐浴室・ 調乳858.56 461.346

室・ 遊戯室・ ホール・ 調理室・ 事務室兼保健室・ 相談室・ 第２園庭



保 育 料 等

利用者負担額

・保育料：米子市が定める額

・ 預かり保育料（ 号認定子ども）1

登園した日の ： ～7 00 9： ・00 15： ～ ： 分ごとに 円 おやつが必要な場00 18 00 30 50

合はおやつ代 円100

土曜日及び長期休暇期間（ 9：00～15： ） １日 円 給食代： （ 月） ～（ 金）00 500 250

円・ （ 土） 200円

・延長保育料（ ２・ ３号認定子ども）

短時間認定 分ごとに 円（ 円）…30 50 10

標準時間認定 １回 円（ 円）… 140 30 ※（ ） 内はＢ階層

品 目 名（金額） 対象年齢 備 考

主食費 １号 月 円1,100

２号 月 円1,200
３歳以上児

副食費 １号 月 4,300 円

２号 月 4,700 円
３歳以上児 副食費徴収免除対象児はなし

①カラー帽子・ 絵本袋等 （ 約1,800

円 ）
全園児 入所時

②シール帳・おたより袋・自由画

帳・サインペン・クレパス・粘土・

粘土板・はさみ・のり・体操ズボン

等

（約 6,000円）

３歳以上児

④おたよりノート・おたよりホル

ダー等 （840円）
３歳未満児

紙おむつサブスク料（月 2,200円） ３歳未満児 日常的におむつが必要な園児

保護者会費（月 300円） １年分又

は半年分をまとめて集金
全園児 年ごとに保護者会総会で決定

※その他、行事等により保護者負担をお願いする場合があります。

保護者で準備

いただくもの

品 目 名 対象年齢 備 考

昼寝布団（ カバー付き） ・ 衣類の着替え 全年齢 毎週末持ち帰り

食事用エプロン・ 汚れもの入れ ０～１歳児 毎日

コップ・ 巾着袋・ ﾘｭｯｸｻｯｸ・汚れもの

入れ・ 水筒（ お茶か水 ）

２ 歳児
毎日

箸類・ コッ プ・ 歯ブラシ・ 巾着袋・ リ ュッ ３歳以上児 毎日



クサッ ク・ 汚れもの入れ・ 水筒（ お茶か

水 ）

・上靴・上靴袋 ３歳以上児 毎週末持ち帰り

箱ティ ッシュ・ ビニール袋・ タオ ル 全年齢
入所時（ 園児の為の消耗品と して全

体で使用）

園 の 紹 介

・ 心とからだを育む保育 具体的には、わらべうた・ リズム運動に力を入れ、室内ではアナログゲー…

ム・ 木製・ 布製などの遊具を中心に過ごしています。

また、戸外遊びの時間を多く 取るようにし、異年齢で散歩に出かけたりしています。

・ 子どもは遊びを通して学びます。ゆったりと心地よい空間の中で、実体験から気づき、学び、共に考

えることを大切にした環境づく り を心がけています。

・３歳未満児クラスでは「担当制」のもと愛着関係をしっかり築き、一人ひとり

を大切に、応答的なかかわりを大切にしています。


